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　新型コロナウイルス感染症の感染拡大が社会に大きな影響を与える中、対面授業が困難

となった本学（宮崎公立大学）では、すでに構築していた LMS とオンライン会議システム

Zoom を活用した授業配信にいち早く取り組んだ。そこでこの手法を地域貢献に活かすべく、

宮崎市立西池小学校と連携した教員向けの研修会を実施し、教員 40 名と宮崎市教育情報研

修センターの職員 2 名が参加した。本稿は、本学の遠隔講義システム構築の流れをまとめつ

つ、その後の西池小学校への研修会の際に用いたアンケートを分析し、大学の ICT 教育環境

を活用した地域貢献の可能性について検討するものである。
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Ⅰ　はじめに

新型コロナウイルス感染症の感染拡大（以下コロナ禍）は社会に大きな影響を与え、現在（令

和 3 年 11 月）もその影響は続いている。令和 2 年 1 月に日本で最初の感染例が発見され、宮崎

公立大学（以下、本学）でも 4 月の授業開始を 1 カ月近く延期することとなった。大学だけでな

く宮崎市の小学校・中学校では 5 月 6 日まで一斉休校、県立学校も 5 月 20 日まで休校となり、

その後の授業も感染対策を取りながら、いつまた休校となるか分からない状況が続いていた。

そういった中、本学ではすでに構築していた LMS（Learning Management System）とオン

ライン会議システム Zoom を活用した授業配信にいち早く取り組み、5 月 11 日の授業開始ととも

にライブ授業・オンデマンド授業の 2 本立ての遠隔授業がスタートした。 

この遠隔授業の手法を活かすべく、本学の地域貢献の一環として宮崎市内の西池小学校と連携

し、令和 2 年 6 月 29 日〜 8 月 25 日にかけて 3 回、遠隔授業に向けた講習会を小学校教員向けに

実施した。

本論では、本学でコロナ禍に対しての遠隔講義にどのように取り組んだのか、そしてその後の

小学校との取り組みの内容、その後得た参加者アンケートから大学の ICT 教育環境を活用した地

域貢献の可能性について示していくことを目的とする。

Ⅱ　宮崎公立大学の遠隔講義

１　遠隔講義開始決定まで

本学では、コロナ禍によって遠隔講義が実施されるまで、情報系や語学系の一部の講義で後述

する Moodle1 が利用されていただけで、ライブ授業やオンデマンド授業など大学の遠隔講義シス

テムとしての環境はなく、当然ながら遠隔講義を行った経験のある教員もほとんどいなかった。

今回の遠隔講義の実施は、システム構築、運用、そして利用者（教員や学生）への説明など、予

算や時間的余裕もなかったため、全て本学の教職員関係者によって行われた。

表１に、本学のコロナ禍への主な対応と遠隔講義に向けた取り組みを示す。令和 2 年 3 月に首

相官邸の「新型コロナウイルス感染症対策本部」から全国全ての小学校、中学校、高等学校、特

別支援学校に向けて臨時休校の要請が出されたが、その頃より本学においても本格的な対応が話

し合われるようになった。卒業式や入学式、留学生への対応など、これからどのように進展して

いくかわからない中で対策が協議された。授業開始時期については、当初令和 2 年 4 月 20 日と

されていたが、国の緊急事態宣言の発令を受け、本学の危機対策本部会議において、授業開始を

令和 2 年 5 月 11 日とし、遠隔授業を中心とすることが決定された。
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会議日時 遠隔講義に関する内容

令和 2年 3月 2日
・本学公開講座等の中止。

・卒業式、入学式、留学生等の対応について協議。

令和 2年 3月 6日 ・卒業式・入学式の中止を決定。

令和 2年 3月 10日 ・授業開始日など今後の対応について協議。

令和 2年 3月 17日 ・令和 2 年度の学年暦の変更等について協議。

令和 2年 3月 23日 ・授業開始を 4 月 20 日として協議。

令和 2年 4月 20日 ・緊急事態宣言の発令を受け、5 月 11 日を授業開始決定。

令和 2年 4月 24日
・授業実施方法について、「情報処理演習」「情報応用スキル」を除き、すべて遠隔授業。

・授業日程を 5 月 11 日（月）から 8 月 21 日（金）までとして決定。

以下、主な遠隔講義に向けた取り組み

令和 2年 4月 23日 ・遠隔講義実施に向けた打ち合わせ

令和 2年 4月 30日 ・第１回教員向け説明会

令和 2年 5月 1日 ・第２回教員向け説明会

令和 2年 5月 7日 ・情報処理演習（新入生への遠隔講義説明等）

令和 2年 5月 8日 ・情報処理演習（新入生への遠隔講義説明等）

令和 2年 5月 11日 ・授業開始

表 1　遠隔講義開始までの流れ

決定から授業開始までの 20 日間で、システムの構築、利用者への説明会など実施することに

なり、本学教職員関係者との打ち合わせで、遠隔講義システムの構築期間を 10 日間程度とし、ゴー

ルデンウィーク期間に重なっていたため、ゴールデンウィーク前に教員向け説明会（4 月 30 日と

5 月 1 日）、ゴールデンウィーク後に新入生向けに説明（5 月 7 日、8 日）をすることになった。

さらに、コロナ禍で対面による説明会を長時間実施することは困難だったため、詳細な説明につ

いては資料や動画を作成して対応することになった。

２　遠隔講義システムの構築

構築する遠隔講義システムは、ライブ配信、オンデマンド配信による授業ができ、教材配布や

課題提出などできるものを目指した。遠隔講義実施を検討する前に（令和 2 年 4 月 6 日）、現在

の状況や実施する場合に必要な機器や組織の体制について整理している。図１、図２はその当時

作成した資料で、遠隔講義の方法ごとに、①講義方法、②必要な機器ソフト、③通信環境、④サー

バー環境、⑤利用可能と思われる講義、としてまとめている。

図１中にあるオンライン学習管理システム（LMS）の Moodle は、日本の多くの大学でも利用

されており、本学でも 2014 年度のカリキュラム変更により開講された 2 年生必修の「情報応用

スキル」、そして 1 年生必修の「情報処理演習」でも 2018 年度より使用している。Moodle は 2

年生以上の学生は操作経験があり、また運用実績もあったため、稼働している Moodle のディス

クやメモリの増設（正確には、VM2 上での設定変更）を行い、そのまま利用することにした。2

年生以上については操作経験があるため、新入生のみ、その利用方法について説明した。
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図 1　遠隔講義システム構築資料１

ライブ配信については、教員と学生が双方向でコミュニケーションできるもの（図１の（ア））

と講義映像と音声をライブ配信し、学生はこれを一方向で視聴するもの（図２（イ））につい

て検討している。多人数の場合にビデオ会議システムを利用すると参加者のマイクロフォンの

ミュート操作の作業が煩雑になるためであるが、講義においては双方向性が重視され、マイクロ

フォンのミュート操作も一括管理できることから、実際にはビデオ会議システムが利用されてい

る。なお、ビデオ会議システムは自前での構築も検討したが、大規模な利用に対応できないため、

SaaS3 としてサービス提供されている Zoom4（参加人数の上限が 300 名の有料の Education ライ

センス）が利用された。

オンデマンド配信では、講義の録画、動画データの保管、そして動画配信の工程が必要にな

る。動画配信については、YouTube5 や vimeo6 といった動画配信サービスもあるため、各担当教

員による対応も考えられたが、操作に不慣れな教員も多い状況のため、大学で可能な限り対応で

きないかを検討した。ただ本学のような小規模の大学であっても、毎日 10 コマ以上の講義が行

われ、全ての行程を集約して手作業で行うのは難しい。またオンデマンド配信ではストリーミン

グ配信となり、数百人が同時アクセスする環境を自前で整備することはすぐにできない。そこで、
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図 3　MMU 遠隔講義システムの概要

図 2　遠隔講義システム構築資料２

今回は AWS7 を用いて本学独自のオン

デマンド配信のシステム構築に取り組

んだ。10 日間という短期間でのシステ

ム化で、EC28 など他のシステムで開発

したものを転用できたものもあったが、

CloudFront9 など初めて取り扱うもの

もあり、動作確認など相当の時間を要

した。注意した点は、不慣れな利用者

が多いため、たとえ非効率であったと

しても単純化した操作となるようにし

たことである。教材用ビデオの収録に

ついては、様々な動画作成ソフトがあ

るが、Zoom の録画機能が簡便なため、

本学では Zoom の録画機能を推奨する

ことにした。図 3 に MMU10 遠隔講義

システムの概要を示す。
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表 2　動画データの容量

宮崎公立大学人文学部紀要　第 29 巻　第 1 号

３　MMU 遠隔講義システムの運用

MMU 遠隔講義システムの運用は、令和 2 年 5 月 11 日より開始し、現在（令和 3 年 11 月）ま

で大きなトラブルもなく動作している。自前で管理するMoodleのサーバーは定期的にバックアッ

プなどメンテナンス作業を行なっている。Moodle に登録されているコース数は、前期 235 コース、

後期 237 コースあり、登録されている学生のユーザー数は約 1,000 ユーザー、教職員は約 100 ユー

ザーである。自前のサーバーを用いているため、容量の大きい動画のファイルは、Moodle 上にアッ

プロードしないように説明している。ほぼ全ての講義が遠隔講義で実施された際には、同時アク

セス数を少なくするために時間割の入れ替えも一部行われた。

MMU 動画配信システムでは、各教員

によって Zoom で講義動画が作成され、

その動画データ（ファイル形式 mp4）

を S311 のストレージにアップロードし

てもらい、Moodle 上のコースに講義動

画の URL をリンクするという行程で、

オンデマンド配信が達成されている。

表２に S3 にアップロードされた各月の

データ容量とファイル数を示す。運用

開始から現在まで 6,300 程度のファイ

ルがアップロードされ、１ファイル当

たりの容量の平均は 137MB 程度となっ

ている。なお、動画ファイルの再生時

間は示していないが、教員へは教育効

果の面から１コマの講義を数十分の複

数ファイルに分割した方がよいといっ

た指導が行われている。

Ⅲ　西池小学校における遠隔授業の取り組み

１　取り組みの経緯と流れ

令和 2 年 5 月 13 日の本学危機対策本部会議において、本学の MMU 遠隔講義システム構築に

向けた様々な取り組みは、近隣の小学校や中学校も必要であり、そのノウハウの提供は可能であ

るとし、積極的に地域貢献を検討することとなった。それを受け、本学と兼ねてより連携を図っ

ている宮崎市内の西池小学校に対して、打診し、研修等を行うことになった。
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表 3　西池小学校とのやり取りの流れ

日時 取り組みの内容 
令和 2 年 6 月 4 日 西池小学校訪問・校長及び教頭との打ち合わせ 

令和 2 年 6 月 29 日 第 1 回研修会実施 

令和 2 年 7 月 15 日 西池小学校訪問・校長及び教頭との今後の方針協議 
令和 2 年 7 月 28 日 第 2 回研修会（意見交換会）実施 
令和 2 年 8 月 6 日 西池小学校担当教員打ち合わせ 
令和 2 年 8 月 12 日 西池小学校担当教員打ち合わせ 
令和 2 年 8 月 25 日 第 3 回研修会実施 

表 3 で示した通り、第 1 回研修会を令和 2 年 6 月 29 日に実施した。内容は以下の通りである。

　日時：2020 年 6 月 29 日（月）15:20 〜 16:20

　場所：宮崎公立大学マルチメディア第 1 自習室、マルチメディア第 2 講義室

　内容：①オンライン授業と LMS の必要性

　　　　② LMS（学習管理システム）について

　　　　③ Zoom を使ったグループワーク（反応・チャット・ブレイクアウトルーム）

　　　　④質疑応答・アンケート

第 1 回実施時は西池小学校の教員の過半数である 40 名の教員、そして宮崎市教育情報研修セ

ンターの職員 2 名にご参加いただいた。第 1 回研修会終了後、7 月 15 日（水）に西池小学校を

訪問し、校長及び教頭との打ち合わせを行った。打ち合わせの中でワーキンググループを発足す

ることを決定し、7 月 28 日（火）の第 2 回研修会ではワーキンググループ教員との意見交換を中

心に実施した。内容は以下の通りである。

日時：2020 年 7 月 28 日（火）14:30 〜 16:30

　場所：宮崎公立大学多目的演習室

　内容：ワーキンググループとの意見交換

この時西池小学校側からいただいた意見として、遠隔授業を運用する上でまずは最上学年であ

る 6 年生から取り組み、その実践を踏まえて 1 年生から 5 年生全体に浸透させていく流れが良い

という意見や、第 1 回研修会では LMS や Zoom について簡単に触れることはできたが、より深

く学ぶ必要があることなどのご意見をいただいた。これらを踏まえ、8 月 25 日（火）に 6 年生の

担任を中心とした教員グループに対して第 3 回の研修会を行った。内容については以下の通りで

ある。
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図 4　iroha サイトの管理画面
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　日時：2020 年 8 月 25 日（月）14:30 〜 16:30

　場所：宮崎公立大学マルチメディア第 1 講義室

　内容：①授業実施時の Zoom 操作の基本（録画・著作権・その他マナーについて）

　　　　② LMS（iroha Board12）の使用方法（コンテンツの作成方法・管理画面の説明）

　　　　③  Zoom 及び iroha Board を使った実践（オンデマンド授業を LMS にアップロード

する）

第 3 回研修会終了後、県内でのコロナ禍は第 2 波が落ち着きを見せてきたこともあり、第 3 回

を持って一旦研修会については終了し、今後必要に応じて改めて研修等を行っていくこととなっ

た。

２　取り組みの内容

前述の通り、西池小学校において令和 2 年 6 月より遠隔講義システム構築、並びに研修会等を

実施することになった。

小学校で遠隔講義を実施する場合も本学同様コンテンツを管理する LMS、ビデオ会議システム、

そして動画配信システムで構築することにした。小学校で遠隔講義を実施する場合、自宅で遠隔

講義を受講するには低学年の児童もいるため保護者の遠隔授業の理解が必要であったり、兄弟姉

妹の数だけ端末のパソコンがなく同時に授業が受けられなかったり、そして世帯によっては通信
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図 5　zoom ホスト側（教員用）簡易マニュアル ver1.0

環境がなかったり、またあったとしてもスマートフォンでの運用であったりと、大学で実施する

場合とはまた違った様々な課題を持ちながら進める状況であった。

まず、大学の遠隔講義の中心である LMS の Moodle については操作が複雑なため、コンテン

ツ配信のみで課題提出等はできないなど機能面では劣るものの容易に利用できる iroha Board（以

下 iroha）というシステムを採用した。図 4 に iroha サイトの管理画面を示す。iroha は、ユーザー

登録にメールアドレスの必要はなくユーザーのグループ設定ができ、テスト機能や動画の閲覧時

間の計測などの学習履歴は充実している。

次にビデオ会議システムについては、簡単に利用でき教材作成も可能な Zoom とした。そして、

動画配信システムについても本学のシステムと基本的に同様のシステムとし、さらに iroha シス

テムがオープンソースのフレームワーク cakephp で作成されていたため、iroha の動画配信のソー

スコード部分を先に述べた AWS の CloudFront に修正し、動画のアップロードを LMS の iroha

で可能にした。

保護者向けの説明会については開くことはできなかったが、教員向けに、Zoom と iroha の

研修会を実施した。第 1 回研修会ではまず本学の遠隔講義についての紹介及び LMS の必要性、

irohaの基本的な使用方法を生徒側・先生側の両方で体験した。その後Zoomを使ったグループワー

クでは反応ボタンやチャット、ブレイクアウトルームなど授業を受ける児童側の立場に立って体

験した。
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第 2 回研修会（意見交換）での意見を踏まえ、第 3 回研修会では iroha を使って教材配信する

ことを目標に、iroha のコース作成体験、Zoom ミーティング設定及び操作方法、授業の録画方法

について体験した。特に第 3 回の研修会では体験する内容に対し、所用時間が限られていたこと

から図 5 で示したマニュアルを作成し、それに沿って体験を実施した。

Ⅳ　西池小学校での参加者アンケートから見えてきたこと

１　アンケートの方法及び質問項目

前述の通り、第 1 回研修会では 42 名の教員及び宮崎市教育情報研修センターの職員の方々

にご参加いただいた。研修会終了前に参加者が着席しているパソコンから Google フォームを

用いて設問に回答いただき、その後回収された 39 名のデータを分析した。回答選択式の問 1・

2・4 については次節でクロス集計を行い、自由記述の問 3・5・6 については第 3 節以降で KH 

Coder3（樋口 ,2014）を用いてテキストマイニング分析を行った。アンケートの設問は以下の通

りである。

問 1 あなたのご担当を教えてください（回答選択式・一部自由記述）

問 2 今日の研修会の満足度を教えてください（回答選択式）

問 3 今日の研修会で良かった点・改善してほしい点があれば教えてください（自由記述式）

問 4 本日の内容は御校内での教育に活かせそうですか？（回答選択式）

問 5 担当する学年でのオンライン授業ではどんな工夫が必要だと思いますか？（自由記述式）

問 6  新型コロナウイルスの影響から学校内で課題に感じていること・不安に感じていること・

今後どういったサポートをして欲しいか（自由記述式）

２　属性と満足度

問 1 で担当についての質問をしたところ、教頭、1 年生〜 6 年生の教諭 27 名、特別支援学級 3

名、通級指導 1 名、養護教諭 2 名、栄養教諭 1 名、音楽専科 1 名、英語加配 1 名、宮崎教育情報

研修センター 2 名と様々な担当をされる教員に回答いただいたことが分かった。問 2 と問 4 では

研修会の満足度及び学校内での教育に活かせるかどうかの質問を行った。その結果を担当別に分

けて示したのが、表 4 である。
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表 4　属性別の満足度及び授業に活かせるかについての回答

満足度 1～6年生教諭 特別支援教諭 専任教諭 その他
大満足 37.0% 25.0% 40.0% 66.6%
満足 40.7% 50.0% 60.0% 33.3%
普通 22.2% 25.0% 0.0% 0.0%
不満 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

かなり不満 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
教育に活かせるか 1～6年生教諭 特別支援教諭 専任教諭 その他
とても活かせる 3.7% 50.0% 20.0% 66.6%
まぁまぁ活かせる 44.4% 50.0% 80.0% 33.3%
どちらでもない 48.1% 0.0% 0.0% 0.0%
あまり活かせない 3.7% 0.0% 0.0% 0.0%
全く活かせない 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

学校内の教育に活かせるかという問いについては、全体的には 6 割以上が活かせるという回答

であったが、個別に見ていくと 1 年生〜 6 年生は半数近くが「どちらでもない」といった回答と

なった。森本（2021）は小学校 6 年生の道徳の授業における遠隔授業の実践からグループ議論な

ど、複数の地点で同時並行的に話し合いが行われる授業では、児童の自由な発言や呟きが制限さ

れると主張しており、教科や授業の内容によって、活かしやすいものと活かしにくいものがある

ことが推察される。特別支援や英語や音楽の授業においては参加した教員全員が活かせるという

回答となった。

３　研修会の良かった点・改善してほしい点

問 3 では研修会の良い点・改善してほしい点について質問した。表 5 で示した通り、「体験」や「初

めて」というワードが目立った。初めて研修を通してオンライン授業を体験したという意見が多

かったことが分かる。研修会の後半部分は Zoom の体験を行ったことから、「Zoom」が上位に出

てきている。さらに上位に挙がっている「時間」「もう少し」については、本研修会の研修時間が

関係している。前述の通り一つの小学校の中で様々な異なる役割の教員が共通して空いている日

程を調整するのは非常に難しい。今回西池小学校にはできる限り多くの教員が参加できる日程を

調整いただくなかで、移動時間も含めて検討した結果、90 分間という時間での実施となった。そ

のため、体験の時間についても 20 分程度で一連の操作のみを行う形を取った。このことが関連

していると思われる。次点で「知る」「分かる」「良い」が挙げられており、これらは研修会への

満足度において全体で 8 割以上が「満足」と答えていることから肯定的なワードであると捉える

ことができる。
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表 5　「今日の研修会で良かった点・改善してほしい点があれば教えてください」の頻出語

授業（13） ZOOM（6）
体験（12） もう少し（5）
オンライン（11） 考える（5）
実際（9） 知る（4）
思う（8） 分かる（4）
時間（8） 良い（4）
初めて（8） 具体（3）
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４　遠隔授業において必要な工夫

問 5 では、担当する学年で遠隔授業を行う際に必要な工夫について質問した。図 6 で示す通り、

質問内容に含まれる「工夫」「必要」「思う」を除外すると、共通認識のあるワードとして「授業」

「操作」が挙げられる。これらのワードが使用されたコメントを以下に示す。

　

1 年生なので、オンライン授業のシステムを理解するのに時間がかかりそうです。簡単に理解

できるような教材の提示の仕方や説明が必要かと思います。

家庭環境や児童自身のやる気によって、オンライン授業への参加意欲が異なってくるので、家

庭への協力を求めることと、児童自身のやる気を高める教材の工夫が必要だと思います。

各家庭のネットワークの確保と情報機器を使うときの指導やルールを教師間で考えることが必

要だと思った。どんな授業展開にするのか、どんな教材を取り扱うか十分に考えて作ることが必

要だと思った。

パソコンの操作の仕方などオンライン授業の受け方を学習する必要があり、そのための指導の

工夫や授業作りが大切である。

オンラインで話はできても、授業のコンテンツを毎回作るのが大変そうです。

学校で対面授業をしているうちに、子供たちにパソコンのスキルを身につけさせること。

まずは、学担の操作スキルはもちろんのこと、児童にも一度は体験する機会が必要だと感じま

した。そこから、オンライン授業の中身について練っていくべきだと思います。
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図 6　担当する学年でのオンライン授業ではどんな工夫が必要だと思いますか？の共起ネットワーク

これらのコメントから、通常授業をそのまま遠隔授業として提供するわけではなく、遠隔授業

に合わせた教材作りの工夫が必要であること、合わせて、授業に参加する児童のパソコン操作ス

キルを上げるためにも、教員自身がそのスキルを高めていく必要があるという認識であることが

分かる。

５　今後のサポートに向けての要望

問 6 では、新型コロナウイルスの影響から学校内で課題に感じていること・不安に感じている

こと・今後どういったサポートをして欲しいかについて質問した。図 7 に示した通り、特に「オ

ンライン」「授業」についてのコメントが多くを占めた。ここに関連するキーワードとして「スキル」

「対応」が挙げられており、ここでもスキルが課題感として挙げられている。そういった中で継続

的な研修を求める要望が以下の通り挙げられた。

ipad などの IT 機器が導入され、まだ使い方に不慣れな部分が多いです。これからこのような

機器を使いながら授業を行うとともに、子どもたちにも指導をしなければいけないので、このよ

うな研修をできればもっと行ってほしいと思います。私自身も自分の技術をしっかりと生かして

いけるように、このような研修に積極的に参加していきたいです。
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オンライン授業でも活用できる教材開発やコンテンツの紹介などをいろいろ教えていただきた

い。

遠隔授業等について、今後とも連携させていただけますとありがたいです。

コロナの第 2 波に備えるべく、今日のような研修をしていただき、感謝いたします。さらなる

研修を深めたいです。

今からの時代は、コロナと共存しながら、学校でも臨機応変に対応できるように、授業をオン

ラインでできる資質や、ズームで、みんなの元気な顔を見たりできるような自身のスキルアップ

をしていかないといけないと感じました。

今後もオンライン授業に向けての研修を受けたいです。実際に子どもたちに発信しているとこ

ろを助言していただけるとありがたいです。学校がオンライン授業の準備を行わないといけない

ことは分かっているのですが、どのように準備をしていけばいいのか、環境作りに不安を感じて

います。

とても勉強になりました。もっとオンライン授業について勉強しておかなければならないと感

じました。ありがとうございました。
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図 7　新型コロナウイルスの影響から学校内で課題に感じていること・不安に感じていること・今後どういっ

たサポートをして欲しいか」の共起ネットワーク

６　まとめ

アンケートを分析することで、LMS や Zoom の体験について初めて体験した教員が多く、ICT

スキルに不安を感じていること、それに伴いスキル向上に意欲的であり、継続した研修を求めて

いることが分かった。一方で小学校教員の勤務時間は 2018 年に OECD が実施した「国際教員指

導環境調査（TALIS）」によると、1 日平均 11 時間 15 分と世界的にも非常に長く、こういった

研修に充てられる時間が限定される。今回のような体験を盛り込んだ、教員が合同で参加するリ

アルタイム研修を行いつつ、動画等を活用したオンデマンド研修を並行して実施できると各教員

の空き時間に合わせた研修を実現でき、より深い学びに繋がっていくのではないか。

教員が ICT スキルを学校内で向上させることが難しい原因は勤務時間だけでなく、小学校内

の通信環境もその 1 つであると考えられる。デジタル庁が 2021 年に実施した「GIGA スクール

構想に関する教育関係者へのアンケート」によると、円滑な学校内通信を妨げる原因としてネッ

トワーク環境が整っていないことやフィルタリングで調べたいサイトが見られないといった意見

が挙がっている。今後 GIGA スクール構想の中である程度改善されることが予想されるが、現状

大学の通信環境は小学校よりも充実していることから、大学の設備的、人的リソースを活用した
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図 8　小学校での動画配信システムの利用
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ICT 研修実施は、小学校だけでなく、中学校、高等学校教員の ICT スキル向上に寄与できるので

はないか。

なお研修会終了後、西池小学校では図 8 で示した通り群読発表会や卒業式など保護者の参加が

叶わなかった行事の映像を iroha を通じて配信した。遠隔授業に向けて実施した今回の研修会で

あったが、実運用においては、授業以外の活用の方向性も示される結果となった。

Ⅴ　おわりに

2021 年現在、宮崎市においては AI 型教材の「キュビナ」や授業支援クラウド「ロイロノート」

などの教育サービスの導入や児童生徒 1 人 1 台のタブレット端末整備など、GIGA スクール構想

に向けた ICT 機器及び環境の整備が進んでいる。5 月には文部科学省の定める「教育情報セキュ

リティポリシーに関するガイドライン」も改訂され、より利便性の高い通信環境に向かっている。

そういった過渡期である今、これからを担っていく地域の児童・生徒のために大学ができるこ

との 1 つとしての教職員に向けた ICT 研修について論じてきた。今後も引き続き様々な方向性か

ら大学が担える地域貢献について模索していきたい。
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1  オープンソースの e ラーニングプラットフォーム

2  仮想マシン

3  「Software as a Service」の略、クラウドで提供されるソフトウェア

4   Zoom ビデオコミュニケーションズが提供するクラウドコンピューティングを使用した Web 会

議サービス

5  Youtube 社が提供する動画共有サービス

6  Vimeo 社が提供する動画共有サービス

7   「Amazon Web Services」の略、Amazon.com 社が提供するクラウドコンピューティングサービ

ス

8  「Amazon Elastic Compute Cloud」の略、AWS で使用できるシステムの一つ
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9  Amazon Web Service が提供するコンテンツ配信ネットワーク

10  「Miyazaki Municipal University」の略、宮崎公立大学

11   「Amazon Simple Storage Service」の略、Amazon Web Service が提供するオンラインストレー

ジサービス

12  株式会社いろはソフトが提供するオープンソースの e ラーニングシステム
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